
将来展望国営事業地区の

が
確
定
し
た
。

　

本
事
業
は
、
福
岡
県
と
佐
賀
県
に
ま
た
が
る
四
〇
市
町

村
に
及
ぶ
範
囲
で
、受
益
面
積
が
五
四
、〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
関
係
農
家
数
約
七
万
戸
と
い
う
広
大
な
地
域
の
農
業

振
興
の
た
め
の
基
幹
的
施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、

関
連
す
る
県
営
事
業
の
事
業
計
画
が
未
確
定
な
た
め
、
同

意
取
得
に
相
当
の
期
間
を
要
し
、
従
来
の
法
手
続
き
で
あ

る
三
条
資
格
者
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
得
た
上
で
事

業
を
行
う
場
合
、
農
業
振
興
計
画
の
達
成
に
大
き
な
支
障

を
来
す
恐
れ
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
一
九
七
二（
昭
和

四
十
七
）年
の
土
地
改
良
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
市
町
村

特
別
申
請（
市
町
村
議
会
の
議
決
に
よ
り
市
町
村
が
申
請
）

が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

筑
後
川
土
地
改
良
事
業
は
、
一
九
七
六（
昭
和
五
十
一
）

年
度
に
、
関
係
市
町
村
四
〇
市
町
村（
九
市
三
〇
町
一
村
）、

受
益
面
積
約
五
四
、〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
全
国
最

大
級
の
国
営
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、

一
九
七
九（
昭
和
五
十
四
）年
度
、
一
九
九
五（
平
成
七
）年

度
、
二
〇
〇
五（
平
成
十
七
）年
度
と
三
回
の
計
画
変
更
を

行
い
、
二
〇
〇
九（
平
成
二
十
一
）年
度
に
は
筑
後
大
堰
が

か
り
が
施
設
完
了
し
、そ
の
後
、二
〇
一
八（
平
成
三
十
）年

度
に
は
佐
賀
西
部
地
域
嘉
瀬
川
ダ
ム
が
か
り
が
施
設
完
了

し
、四
三
年
の
長
き
に
わ
た
っ
た
本
事
業
は
完
了
し
た
。

　

関
連
す
る
事
業
は
多
岐
に
わ
た
り
、
主
な
事
業
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

① 

関
連
県
営
事
業（
か
ん
が
い
排
水
事
業
、ほ
場
整
備
事
業
等
）

② 

筑
後
大
堰
建
設
事
業（
一
九
七
八〔
昭
和
五
十
三
〕年

度
〜
一
九
八
四〔
昭
和
五
十
九
〕年
度
）

③ 

筑
後
川
下
流
用
水
事
業（
一
九
七
九〔
昭
和
五
十
四
〕年

度
〜
一
九
九
七〔
平
成
九
〕年
度
）

④ 

嘉
瀬
川
ダ
ム
建
設
事
業（
一
九
七
三〔
昭
和
四
十
八
〕年

度
〜
二
〇
一
一〔
平
成
二
十
三
〕年
度
）

⑤ 

筑
後
川
下
流
白
石
土
地
改
良
事
業（
一
九
七
九〔
昭
和

五
十
四
〕年
度
〜
一
九
九
九〔
平
成
十
一
〕年
度
）

⑥ 

筑
後
川
下
流
白
石
平
野
土
地
改
良
事
業（
二
〇
〇
〇〔
平

成
十
二
〕年
度
〜
二
〇
一
四〔
平
成
二
十
六
〕年
度
）

⑦ 

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
筑
後
川
下
流
左
岸
地
区

（
二
〇
〇
八〔
平
成
二
十
〕年
度
〜
二
〇
一
八〔
平
成

三
十
〕年
度
）

⑧ 

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
筑
後
川
下
流
右
岸
地
区

（
二
〇
一
二〔
平
成
二
十
四
〕年
度
〜
実
施
中
）

3
　
筑
後
川
下
流
地
区
の
現
状
と
課
題

　

筑
後
川
の
水
は
、筑
後
川
下
流
域
で
は
、久
留
米
市
や

佐
賀
市
を
は
じ
め
と
し
て
、
流
域
内
外
の
約
五
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
及
ぶ
農
地
で
、
福
岡
県
の
農
業
粗
生
産
額
の

約
六
割
、佐
賀
県
の
農
業
粗
生
産
額
の
約
四
分
の
一
を
支

え
て
お
り
、
さ
ら
に
生
活
用
水
と
し
て
広
域
的
に
供
給

さ
れ
、
そ
の
給
水
区
域
の
総
人
口
は
約
三
八
〇
万
人
を

超
え
、福
岡
県
の
人
口
の
約
七
割
、佐
賀
県
の
人
口
の
約

五
割
に
及
ぶ
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い
る
。

　

一
方
で
、
水
資
源
機
構
が
管
理
す
る
筑
後
川
下
流
用

水
地
区
は
、
こ
れ
ま
で
に
取
水
施
設
な
ど
耐
震
性
能
が

不
足
す
る
施
設
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
地
震
対
策
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
管
理
開
始（
平
成
十
年
）か
ら
二
四
年
が
経
過

し
、水
路
施
設
や
ポ
ン
プ
設
備
等
で
は
、管
理
事
業
で
は

対
応
で
き
な
い
規
模
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
と
と
も

に
、
右
岸
側
の
大
詫
間
幹
線
水
路
で
は
ク
リ
ー
ク
法
面

の
崩
壊
が
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
施
設
の
早
急
な
更
新

や
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

筑
後
川
下
流
域
で
は
、
水
資
源
開
発
基
本
計
画
に
よ
り
、

冬
場（
十
月
〜
翌
年
三
月
）の
不
特
定
容
量
は
松
原
・
下
筌

ダ
ム
で
二
、五
〇
〇
万
㎥
が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
夏

場（
四
月
〜
九
月
）の
不
特
定
容
量
は
、寺
内
ダ
ム
、大
山
ダ

ム
及
び
小
石
原
川
ダ
ム
で
確
保
さ
れ
て
い
る
一
、七
一
〇
万

㎥
の
み
と
依
然
と
し
て
少
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、か
ん
が
い
期
に
降
雨
が
少
な
い
場
合
、特
に

代
掻
き
用
水
の
取
水
が
集
中
す
る
六
月
中
旬
か
ら
下
旬
に

は
河
川
流
量
が
極
端
に
減
少
す
る
状
況
が
発
生
し
て
お
り
、

平
成
元
年
以
降
の
三
二
年
間
で
一
二
回
も
の
取
水
制
限
等

が
実
施
さ
れ
る
な
ど
農
業
用
水
の
安
定
的
な
取
水
に
支
障

を
来
し
て
い
る
。

図 2　筑後川の流域概要図

国
営
事
業
地
区
の

将
来
展
望

　
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
は
、
令
和
五
年
度
か
ら「
筑

後
川
下
流
用
水
総
合
対
策
事
業
」及
び「
筑
後
川
水
系
ダ
ム

群
連
携
事
業
」に
着
手
す
る
。

　
筑
後
川
下
流
地
区
は
、
福
岡
と
佐
賀
の
両
県
に
ま
た
が

る
約
五
四
、〇
〇
〇
へ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
対
象
に
し
た

「
筑
後
川
下
流
土
地
改
良
事
業
」が
前
歴
事
業
と
し
て

一
九
七
六（
昭
和
五
十
一
）年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
二
〇
〇
九

（
平
成
二
十
一
）年
度
に
は
筑
後
大
堰
が
か
り
が
施
設
完
了

し
、そ
の
後
二
〇
一
八（
平
成
三
十
）年
度
に
佐
賀
西
部
地
域

嘉
瀬
川
ダ
ム
が
か
り
が
施
設
完
了
す
る
ま
で
四
三
年
の
年

月
を
要
し
、
関
連
事
業
も
多
岐
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
た
全

国
的
に
も
最
大
級
と
な
る
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。

　
事
業
着
手
よ
り
四
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
こ
と
よ
り
基

幹
的
な
施
設
の
老
朽
化
が
進
む
と
と
も
に
、
福
岡
都
市
圏

へ
の
都
市
用
水
等
の
開
発
を
優
先
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

不
足
し
て
い
る
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
の
た
め
の
用

水
確
保
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

1
　
筑
後
川
下
流
地
区
の
概
要

　

本
地
域
は
、有
明
海
の
北
部
に
あ
り
、福
岡
県
側
の
筑
後

平
野
及
び
佐
賀
県
側
の
佐
賀
平
野
と
白
石
平
野
に
ま
た

が
っ
て
お
り
、
有
明
海
に
そ
そ
ぐ
大
小
の
河
川
の
上
流
か

ら
運
ば
れ
て
き
た
土
砂
に
よ
り
、
干
満
差
が
最
大
六
メ
ー

ト
ル
に
お
よ
ぶ
潮
汐
作
用
で
堆
積
さ
れ
た
干
潟
が
形
成
さ

れ
、
一
〇
〇
年
に
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
速
さ
で
干
潟

が
成
長
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
よ
り
干
潟
を
活
用
し
た
干
拓
が
行
わ
れ
、
江

戸
時
代
に
は
約
一
一
、〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、明
治
か
ら
昭

和
五
十（
一
九
七
五
）年
代
ま
で
に
約
八
、六
〇
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
造
成
さ
れ
た
が
、
拡
大
す
る
農
地
に
対
し
て
水

資
源
は
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
恒
常
的
に
農
業
用
水
が
不

足
す
る
状
態
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
人
々
は
干
潟
の
中

で
ミ
オ
筋
を
深
く
掘
っ
て
ク
リ
ー
ク（
貯
水
機
能
を
有
す

る
水
路
）を
造
る
こ
と
で
干
潟
の
排
水
改
良
を
行
い
、
ク

リ
ー
ク
に
雨
水
や
河
川
水
を
一
時
貯
留
し
、
有
明
海
の
干

満
差
を
利
用
し
た「
淡
水（
ア
オ
）取
水
」な
ど
に
よ
り
不
足

す
る
農
業
用
水
を
確
保
し
て
き
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
平
坦
な
干
拓
地
は
恒
常
的
な
湛
水
被
害

に
も
悩
ま
さ
れ
、
不
規
則
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
ク
リ
ー
ク

は
営
農
面
や
生
活
面
で
の
近
代
化
を
阻
害
し
て
き
た
。

2
　
筑
後
川
下
流
土
地
改
良
事
業（
前
歴
事
業
）

　

一
九
六
〇
年
代
に
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
た
北
部
九

州（
福
岡
市
、久
留
米
市
、大
牟
田
市
、佐
賀
市
等
）の
都
市

用
水
の
逼
迫
、
佐
賀
白
石
地
区
の
農
業
用
水
の
枯
渇
な
ど

が
課
題
と
な
り
、
筑
後
川
の
総
合
開
発
の
推
進
の
要
望
が

湧
き
起
こ
っ
て
き
た
。

　

筑
後
川
の
総
合
開
発
の
動
き
を
受
け
て
、
農
林
省
は
、

一
九
六
〇（
昭
和
三
十
五
）年
度
に
基
礎
調
査
に
着
手
し
、

一
九
六
四（
昭
和
三
十
九
）年
度
に
は
九
州
農
政
局
筑
後
川

水
系
農
業
水
利
調
査
事
務
所
を
開
設
し
て
本
格
的
に
調
査

を
開
始
し
た
。
一
九
七
〇（
昭
和
四
十
五
）年
度
か
ら
直
轄

調
査
、
一
九
七
二（
昭
和
四
十
七
）年
度
か
ら
全
体
実
施
設

計
を
行
い
、
一
九
七
六（
昭
和
五
十
一
）年
度
に
事
業
計
画

筑
後
川
下
流
地
区
を
徹
底
調
査

株
式
会
社
熊
谷
組　

本
社

阿
武
隆
弘

図 1　筑後川下流のクリーク

37土地改良　324号　2024.1 ●



将来展望国営事業地区の

が
確
定
し
た
。

　

本
事
業
は
、
福
岡
県
と
佐
賀
県
に
ま
た
が
る
四
〇
市
町

村
に
及
ぶ
範
囲
で
、受
益
面
積
が
五
四
、〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
関
係
農
家
数
約
七
万
戸
と
い
う
広
大
な
地
域
の
農
業

振
興
の
た
め
の
基
幹
的
施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
あ
り
、

関
連
す
る
県
営
事
業
の
事
業
計
画
が
未
確
定
な
た
め
、
同

意
取
得
に
相
当
の
期
間
を
要
し
、
従
来
の
法
手
続
き
で
あ

る
三
条
資
格
者
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
得
た
上
で
事

業
を
行
う
場
合
、
農
業
振
興
計
画
の
達
成
に
大
き
な
支
障

を
来
す
恐
れ
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
一
九
七
二（
昭
和

四
十
七
）年
の
土
地
改
良
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
市
町
村

特
別
申
請（
市
町
村
議
会
の
議
決
に
よ
り
市
町
村
が
申
請
）

が
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

筑
後
川
土
地
改
良
事
業
は
、
一
九
七
六（
昭
和
五
十
一
）

年
度
に
、
関
係
市
町
村
四
〇
市
町
村（
九
市
三
〇
町
一
村
）、

受
益
面
積
約
五
四
、〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
全
国
最

大
級
の
国
営
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、

一
九
七
九（
昭
和
五
十
四
）年
度
、
一
九
九
五（
平
成
七
）年

度
、
二
〇
〇
五（
平
成
十
七
）年
度
と
三
回
の
計
画
変
更
を

行
い
、
二
〇
〇
九（
平
成
二
十
一
）年
度
に
は
筑
後
大
堰
が

か
り
が
施
設
完
了
し
、そ
の
後
、二
〇
一
八（
平
成
三
十
）年

度
に
は
佐
賀
西
部
地
域
嘉
瀬
川
ダ
ム
が
か
り
が
施
設
完
了

し
、四
三
年
の
長
き
に
わ
た
っ
た
本
事
業
は
完
了
し
た
。

　

関
連
す
る
事
業
は
多
岐
に
わ
た
り
、
主
な
事
業
は
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

① 

関
連
県
営
事
業（
か
ん
が
い
排
水
事
業
、ほ
場
整
備
事
業
等
）

② 

筑
後
大
堰
建
設
事
業（
一
九
七
八〔
昭
和
五
十
三
〕年

度
〜
一
九
八
四〔
昭
和
五
十
九
〕年
度
）

③ 

筑
後
川
下
流
用
水
事
業（
一
九
七
九〔
昭
和
五
十
四
〕年

度
〜
一
九
九
七〔
平
成
九
〕年
度
）

④ 

嘉
瀬
川
ダ
ム
建
設
事
業（
一
九
七
三〔
昭
和
四
十
八
〕年

度
〜
二
〇
一
一〔
平
成
二
十
三
〕年
度
）

⑤ 

筑
後
川
下
流
白
石
土
地
改
良
事
業（
一
九
七
九〔
昭
和

五
十
四
〕年
度
〜
一
九
九
九〔
平
成
十
一
〕年
度
）

⑥ 

筑
後
川
下
流
白
石
平
野
土
地
改
良
事
業（
二
〇
〇
〇〔
平

成
十
二
〕年
度
〜
二
〇
一
四〔
平
成
二
十
六
〕年
度
）

⑦ 

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
筑
後
川
下
流
左
岸
地
区

（
二
〇
〇
八〔
平
成
二
十
〕年
度
〜
二
〇
一
八〔
平
成

三
十
〕年
度
）

⑧ 

国
営
総
合
農
地
防
災
事
業
筑
後
川
下
流
右
岸
地
区

（
二
〇
一
二〔
平
成
二
十
四
〕年
度
〜
実
施
中
）

3
　
筑
後
川
下
流
地
区
の
現
状
と
課
題

　

筑
後
川
の
水
は
、筑
後
川
下
流
域
で
は
、久
留
米
市
や

佐
賀
市
を
は
じ
め
と
し
て
、
流
域
内
外
の
約
五
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
及
ぶ
農
地
で
、
福
岡
県
の
農
業
粗
生
産
額
の

約
六
割
、佐
賀
県
の
農
業
粗
生
産
額
の
約
四
分
の
一
を
支

え
て
お
り
、
さ
ら
に
生
活
用
水
と
し
て
広
域
的
に
供
給

さ
れ
、
そ
の
給
水
区
域
の
総
人
口
は
約
三
八
〇
万
人
を

超
え
、福
岡
県
の
人
口
の
約
七
割
、佐
賀
県
の
人
口
の
約

五
割
に
及
ぶ
人
々
の
生
活
を
支
え
て
い
る
。

　

一
方
で
、
水
資
源
機
構
が
管
理
す
る
筑
後
川
下
流
用

水
地
区
は
、
こ
れ
ま
で
に
取
水
施
設
な
ど
耐
震
性
能
が

不
足
す
る
施
設
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
地
震
対
策
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
管
理
開
始（
平
成
十
年
）か
ら
二
四
年
が
経
過

し
、水
路
施
設
や
ポ
ン
プ
設
備
等
で
は
、管
理
事
業
で
は

対
応
で
き
な
い
規
模
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
と
と
も

に
、
右
岸
側
の
大
詫
間
幹
線
水
路
で
は
ク
リ
ー
ク
法
面

の
崩
壊
が
進
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
施
設
の
早
急
な
更
新

や
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

筑
後
川
下
流
域
で
は
、
水
資
源
開
発
基
本
計
画
に
よ
り
、

冬
場（
十
月
〜
翌
年
三
月
）の
不
特
定
容
量
は
松
原
・
下
筌

ダ
ム
で
二
、五
〇
〇
万
㎥
が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
夏

場（
四
月
〜
九
月
）の
不
特
定
容
量
は
、寺
内
ダ
ム
、大
山
ダ

ム
及
び
小
石
原
川
ダ
ム
で
確
保
さ
れ
て
い
る
一
、七
一
〇
万

㎥
の
み
と
依
然
と
し
て
少
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、か
ん
が
い
期
に
降
雨
が
少
な
い
場
合
、特
に

代
掻
き
用
水
の
取
水
が
集
中
す
る
六
月
中
旬
か
ら
下
旬
に

は
河
川
流
量
が
極
端
に
減
少
す
る
状
況
が
発
生
し
て
お
り
、

平
成
元
年
以
降
の
三
二
年
間
で
一
二
回
も
の
取
水
制
限
等

が
実
施
さ
れ
る
な
ど
農
業
用
水
の
安
定
的
な
取
水
に
支
障

を
来
し
て
い
る
。

図 2　筑後川の流域概要図

国
営
事
業
地
区
の

将
来
展
望

　
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
は
、
令
和
五
年
度
か
ら「
筑

後
川
下
流
用
水
総
合
対
策
事
業
」及
び「
筑
後
川
水
系
ダ
ム

群
連
携
事
業
」に
着
手
す
る
。

　
筑
後
川
下
流
地
区
は
、
福
岡
と
佐
賀
の
両
県
に
ま
た
が

る
約
五
四
、〇
〇
〇
へ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
を
対
象
に
し
た

「
筑
後
川
下
流
土
地
改
良
事
業
」が
前
歴
事
業
と
し
て

一
九
七
六（
昭
和
五
十
一
）年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
二
〇
〇
九

（
平
成
二
十
一
）年
度
に
は
筑
後
大
堰
が
か
り
が
施
設
完
了

し
、そ
の
後
二
〇
一
八（
平
成
三
十
）年
度
に
佐
賀
西
部
地
域

嘉
瀬
川
ダ
ム
が
か
り
が
施
設
完
了
す
る
ま
で
四
三
年
の
年

月
を
要
し
、
関
連
事
業
も
多
岐
に
わ
た
り
展
開
さ
れ
た
全

国
的
に
も
最
大
級
と
な
る
巨
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
。

　
事
業
着
手
よ
り
四
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
こ
と
よ
り
基

幹
的
な
施
設
の
老
朽
化
が
進
む
と
と
も
に
、
福
岡
都
市
圏

へ
の
都
市
用
水
等
の
開
発
を
優
先
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

不
足
し
て
い
る
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
の
た
め
の
用

水
確
保
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

1
　
筑
後
川
下
流
地
区
の
概
要

　

本
地
域
は
、有
明
海
の
北
部
に
あ
り
、福
岡
県
側
の
筑
後

平
野
及
び
佐
賀
県
側
の
佐
賀
平
野
と
白
石
平
野
に
ま
た

が
っ
て
お
り
、
有
明
海
に
そ
そ
ぐ
大
小
の
河
川
の
上
流
か

ら
運
ば
れ
て
き
た
土
砂
に
よ
り
、
干
満
差
が
最
大
六
メ
ー

ト
ル
に
お
よ
ぶ
潮
汐
作
用
で
堆
積
さ
れ
た
干
潟
が
形
成
さ

れ
、
一
〇
〇
年
に
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
速
さ
で
干
潟

が
成
長
し
て
き
た
地
域
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
よ
り
干
潟
を
活
用
し
た
干
拓
が
行
わ
れ
、
江

戸
時
代
に
は
約
一
一
、〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
、明
治
か
ら
昭

和
五
十（
一
九
七
五
）年
代
ま
で
に
約
八
、六
〇
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
が
造
成
さ
れ
た
が
、
拡
大
す
る
農
地
に
対
し
て
水

資
源
は
限
ら
れ
て
い
た
た
め
、
恒
常
的
に
農
業
用
水
が
不

足
す
る
状
態
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
人
々
は
干
潟
の
中

で
ミ
オ
筋
を
深
く
掘
っ
て
ク
リ
ー
ク（
貯
水
機
能
を
有
す

る
水
路
）を
造
る
こ
と
で
干
潟
の
排
水
改
良
を
行
い
、
ク

リ
ー
ク
に
雨
水
や
河
川
水
を
一
時
貯
留
し
、
有
明
海
の
干

満
差
を
利
用
し
た「
淡
水（
ア
オ
）取
水
」な
ど
に
よ
り
不
足

す
る
農
業
用
水
を
確
保
し
て
き
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
平
坦
な
干
拓
地
は
恒
常
的
な
湛
水
被
害

に
も
悩
ま
さ
れ
、
不
規
則
に
張
り
巡
ら
さ
れ
た
ク
リ
ー
ク

は
営
農
面
や
生
活
面
で
の
近
代
化
を
阻
害
し
て
き
た
。

2
　
筑
後
川
下
流
土
地
改
良
事
業（
前
歴
事
業
）

　

一
九
六
〇
年
代
に
高
度
経
済
成
長
期
を
迎
え
た
北
部
九

州（
福
岡
市
、久
留
米
市
、大
牟
田
市
、佐
賀
市
等
）の
都
市

用
水
の
逼
迫
、
佐
賀
白
石
地
区
の
農
業
用
水
の
枯
渇
な
ど

が
課
題
と
な
り
、
筑
後
川
の
総
合
開
発
の
推
進
の
要
望
が

湧
き
起
こ
っ
て
き
た
。

　

筑
後
川
の
総
合
開
発
の
動
き
を
受
け
て
、
農
林
省
は
、

一
九
六
〇（
昭
和
三
十
五
）年
度
に
基
礎
調
査
に
着
手
し
、

一
九
六
四（
昭
和
三
十
九
）年
度
に
は
九
州
農
政
局
筑
後
川

水
系
農
業
水
利
調
査
事
務
所
を
開
設
し
て
本
格
的
に
調
査

を
開
始
し
た
。
一
九
七
〇（
昭
和
四
十
五
）年
度
か
ら
直
轄

調
査
、
一
九
七
二（
昭
和
四
十
七
）年
度
か
ら
全
体
実
施
設

計
を
行
い
、
一
九
七
六（
昭
和
五
十
一
）年
度
に
事
業
計
画

筑
後
川
下
流
地
区
を
徹
底
調
査

株
式
会
社
熊
谷
組　

本
社

阿
武
隆
弘

図 1　筑後川下流のクリーク
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将来展望国営事業地区の

5
　
終
わ
り
に

　

筆
者
は
平
成
六
〜
八
年
に
か
け
て
国
営
事
業
所
の
担
当

課
長
と
し
、第
二
回
計
画
変
更
、水
利
権
協
議
、水
資
源
開

発
公
団
の
計
画
変
更
に
携
わ
っ
た
。
特
に
水
利
権
協
議
は

約
二
〇
〇
ヶ
所
の
慣
行
水
利
権
を
筑
後
大
堰
の
合
口
水
利

権
に
切
り
替
え
る
協
議
で
あ
り
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て

も
河
川
協
議
史
に
お
い
て
他
に
類
を
見
な
い
熾
烈
な
も
の

と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　

河
川
に
近
い
方
が
優
先
的
に
取
水
で
き
て
い

た
慣
行
を
導
水
路（
上
流
）優
先
の
取
水
ル
ー
ル

に
切
り
替
え
る
も
の
で
、利
水
・
治
水
と
も
に
地

域
の
利
害
が
大
転
換
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
域

間
の
合
意
形
成
も
困
難
を
極
め
た
。
ま
た
、
左

右
岸
の
最
大
取
水
量
の
合
計
が
両
岸
合
計
で
の

最
大
取
水
量
を
超
え
る
水
利
権
量
と
し
て
設
定

さ
れ
て
お
り
、
渇
水
時
に
は
現
在
も
非
常
に
難

し
く
高
度
な
調
整
を
要
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
結
果
と
し
て
は「
か
ん
が

い
排
水
事
業
」と
し
て
だ
け
で
な
く
、
関
連
事

業
と
し
て
行
わ
れ
た
ほ
場
整
備
等
に
合
わ
せ

た
ク
リ
ー
ク
の
統
廃
合
や
幹
線
道
路
を
含
む

道
路
網
整
備
や
非
農
用
地
の
創
出
な
ど
、
ま
さ

に「
地
域
開
発
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
大
き

な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　

本
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
た
水
資
源
機
構
に

よ
る「
第
二
幕
」の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
さ
ら
に

地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
っ
て
止

ま
な
い
と
と
も
に
、
地
域
・
流
域
の
方
々
の
ご

理
解
と
関
係
各
位
の
ご
努
力
に
よ
り
事
業
が

円
滑
に
進
展
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
次
第
で

あ
る
。

【
出
典
】

水
資
源
機
構
H
P

https://w
w
w
.w
ater.go.jp/chikugo/ckaryu/

sougoutaisaku/sougoutaisaku.htm
https://w

w
w
.w
ater.go.jp/chikugo/chikugo/

docum
ents/20230331.pdf

水
土
の
礎
H
P

https://suido-ishizue.jp/kokuei/kyushu/
Prefectures/4003/4003.htm

l

改修を待ち望む地元の声
　
筑
後
川
下
流
用
水
施
設
は
、
国
営
筑
後
川
下
流
土
地
改
良
事
業
の
基

幹
水
利
施
設
で
あ
る
筑
後
導
水
路
、矢
部
川
左
岸
導
水
路
、佐
賀
東
部
導

水
路
、大
詫
間
幹
線
水
路
等
を
、昭
和
五
十
六
年
に
当
時
の
水
資
源
開
発

公
団（
現
在
の
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
）が
事
業
承
継
し
、
平
成
九

年
度
に
完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
水
利
施
設
に
よ
り
、福
岡
県
側
六
市
一
町
の
一
三
、九
〇
〇
ha
、

佐
賀
県
側
四
市
三
町
の
一
七
、二
〇
〇
ha
、
合
せ
て
三
一
、〇
〇
〇
ha
の

広
大
な
農
地
へ
の
農
業
用
水
の
安
定
供
給
と
、
一
部
地
域
の
排
水
機
能

を
担
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、事
業
完
了
か
ら
二
五
年
が
経
過
し
、施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
導
水
機
能
の
低
下
や
電
気
・
機
械
設
備
の
故
障
頻
度
の
増
加
、更

に
は
大
詫
間
幹
線
水
路
の
法
面
崩
落
に
よ
る
貯
水
・
排
水
機
能
の
低
下

が
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
諸
々
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
水

利
施
設
の
更
新
と
農
地
防
災
の
た
め
の
ク
リ
ー
ク
法
面
対
策
、
及
び
取

水
施
設
の
耐
震
対
策
等
を
実
施
す
る「
筑
後
川
下
流
用
水
総
合
対
策
事

業
」が
、本
年
度
か
ら
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

　
筑
後
川
下
流
域
は
、福
岡
・
佐
賀
両
県
の
農
業
振
興
の
中
心
的
な
地
域

で
あ
り
、全
国
有
数
の
穀
倉
地
帯
と
し
て
、水
稲
を
は
じ
め
麦
、大
豆
、玉

ね
ぎ
や
、イ
チ
ゴ
、ナ
ス
等
の
施
設
園
芸
作
物
の
栽
培
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、近
年
多
発
す
る
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、幹
線
ク
リ
ー
ク
の
持
つ

平
地
ダ
ム
機
能
を
活
用
し
、豪
雨
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
、先
行
排
水

を
実
施
し
て
水
路
の
貯
留
断
面
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
防

災
・
減
災
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
筑
後
川
下
流
用
水
施
設
は
地
域
の
農
業
用
水
の
安
定
供
給
は
も
と
よ

り
、
先
行
排
水
し
た
ク
リ
ー
ク
へ
の
迅
速
な
充
水
と
い
う
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
、取
水
停
止
や
断
水
等
は
許
さ
れ
ず
、本
地
域
が
将
来
に

わ
た
り
継
続
的
に
食
糧
基
地
と
し
て
の
農
業
振
興
を
続
け
て
い
く
た
め

に
、な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で
す
。

　
事
業
工
期
は
令
和
十
九
年
度
ま
で
の
一
五
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

地
域
の
持
続
的
な
振
興
と
発
展
の
た
め
に
、
出
来
る
だ
け
早
期
に
事
業

完
了
で
き
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
し
て
、
私
の
事
業
へ
の
期
待
の
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。

倉重良一 氏
筑後川下流土地改良事業
推進連絡協議会会長
（大川市長）

図 5　筑後川下流用水総合対策事業事業実施範囲図

4
　 

筑
後
川
下
流
用
水
総
合
対
策
事
業
と
筑

後
川
水
系
ダ
ム
群
連
携
事
業

　

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
は
、
令
和
五
年
度
よ
り
、

「
筑
後
川
水
系
ダ
ム
群
連
携
事
業
」を
国
土
交
通
省
よ
り
承

継（
令
和
五
年
四
月
一
日
）し
て
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
農
林
水
産
省
か
ら「
筑
後
川
下
流
用
水
総
合
対
策
事

業
」に
関
す
る「
事
業
実
施
計
画
」の
認
可（
令
和
五
年
四
月

十
四
日
）を
受
け
、筑
後
川
下
流
域
の
不
特
定
用
水
の
確
保

を
行
う
事
業
と
、農
業
用
水
の
取
水
・
供
給
を
行
う
施
設
の

更
新
・
整
備
を
行
う
事
業
と
を
同
時
に
着
手
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

筑
後
川
水
系
ダ
ム
群
連
携
事
業

■
事
業
箇
所

　

福
岡
県
朝
倉
市
外

■
事
業
内
容

　

筑
後
川
水
系
ダ
ム
群
連
携
事
業
は
、
筑
後
川
本
川
の
流

量
が
豊
富
な
時
に
佐
田
川
の
木
和
田
地
点
ま
で
最
大

二
・
〇
㎥ 
/s
を
導
水
し
、江
川
ダ
ム
、寺
内
ダ
ム
、小
石
原

川
ダ
ム
の
利
水
容
量
の
空
き
容
量
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

瀬
ノ
下
地
点
の
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
の
た
め
の
流

量
を
確
保
す
る
。

■
諸
元

　

導
水
路
約
一
〇
㎞ 　

最
大
導
水
量
二
・
〇
㎥ 
/s

■
総
事
業
費

　

約
七
四
〇
億
円

筑
後
川
下
流
用
水
総
合
対
策
事
業

■
総
事
業
費

　

約
六
三
〇
億
円

■
予
定
工
期

　

令
和
五
年
度
〜
令
和
十
九
年
度（
一
五
年
間
）

■
事
業
内
容

図 3　瀬ノ下地点（築後大堰直上流）への補給概念図

図 4　筑後川水系ダム群連携事業

事業種別 対象施設 対象箇所数 実施内容

施設更新対策
［古くなった施設をなおす］

管水路等
（パイプライン）

延長　約9km
（福岡県久留米市、筑後市、みやま市、
佐賀県　三養基郡みやき町、同郡上峰町、 
神埼郡吉野ヶ里町、神埼市、佐賀市）

•古い管を新しい管に入れ替える
•古くなった管を内部から補強する

機械設備

揚水機場（ポンプ設備）　 7機場
（左岸側）筑後・三潴・矢部川
（右岸側）佐賀・中地江・佐賀江・小机

•ポンプ設備等を更新する

ゲート、バルブ設備　一式 •ゲート、バルブ設備を更新する

電気通信設備
電源設備　一式
制御監視設備　一式
電気防食設備等　一式

•電気通信設備を更新する

地震対策
［地震にそなえる］

取水施設

筑後川左岸　取水施設　一式
（福岡県久留米市）
筑後川右岸　取水施設　一式
（佐賀県三養基郡みやき町）

•基礎地盤の液状化対策を行う
•構造物自体の耐震補強を行う

導水路
筑後導水路　約0.5km（福岡県久留米市） • 河川下を通過する区間について、

施設を内部から補強する

佐賀東部導水路　約0.1km
（佐賀県三養基郡上峰町）

• 道路の下を通過する区間について、
管水路周辺の液状化対策を行う

農地防災対策
［洪水にそなえる］

クリーク
［大詫間幹線水路］ 延長　約9km（佐賀県神埼市、佐賀市） •クリークの法面対策を実施する
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将来展望国営事業地区の

5
　
終
わ
り
に

　

筆
者
は
平
成
六
〜
八
年
に
か
け
て
国
営
事
業
所
の
担
当

課
長
と
し
、第
二
回
計
画
変
更
、水
利
権
協
議
、水
資
源
開

発
公
団
の
計
画
変
更
に
携
わ
っ
た
。
特
に
水
利
権
協
議
は

約
二
〇
〇
ヶ
所
の
慣
行
水
利
権
を
筑
後
大
堰
の
合
口
水
利

権
に
切
り
替
え
る
協
議
で
あ
り
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て

も
河
川
協
議
史
に
お
い
て
他
に
類
を
見
な
い
熾
烈
な
も
の

と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

　

河
川
に
近
い
方
が
優
先
的
に
取
水
で
き
て
い

た
慣
行
を
導
水
路（
上
流
）優
先
の
取
水
ル
ー
ル

に
切
り
替
え
る
も
の
で
、利
水
・
治
水
と
も
に
地

域
の
利
害
が
大
転
換
す
る
も
の
で
あ
り
、
地
域

間
の
合
意
形
成
も
困
難
を
極
め
た
。
ま
た
、
左

右
岸
の
最
大
取
水
量
の
合
計
が
両
岸
合
計
で
の

最
大
取
水
量
を
超
え
る
水
利
権
量
と
し
て
設
定

さ
れ
て
お
り
、
渇
水
時
に
は
現
在
も
非
常
に
難

し
く
高
度
な
調
整
を
要
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
結
果
と
し
て
は「
か
ん
が

い
排
水
事
業
」と
し
て
だ
け
で
な
く
、
関
連
事

業
と
し
て
行
わ
れ
た
ほ
場
整
備
等
に
合
わ
せ

た
ク
リ
ー
ク
の
統
廃
合
や
幹
線
道
路
を
含
む

道
路
網
整
備
や
非
農
用
地
の
創
出
な
ど
、
ま
さ

に「
地
域
開
発
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
大
き

な
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。

　

本
年
度
よ
り
開
始
さ
れ
た
水
資
源
機
構
に

よ
る「
第
二
幕
」の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
さ
ら
に

地
域
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
願
っ
て
止

ま
な
い
と
と
も
に
、
地
域
・
流
域
の
方
々
の
ご

理
解
と
関
係
各
位
の
ご
努
力
に
よ
り
事
業
が

円
滑
に
進
展
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
次
第
で

あ
る
。

【
出
典
】

水
資
源
機
構
H
P

https://w
w
w
.w
ater.go.jp/chikugo/ckaryu/

sougoutaisaku/sougoutaisaku.htm
https://w

w
w
.w
ater.go.jp/chikugo/chikugo/

docum
ents/20230331.pdf

水
土
の
礎
H
P

https://suido-ishizue.jp/kokuei/kyushu/
Prefectures/4003/4003.htm

l

改修を待ち望む地元の声
　
筑
後
川
下
流
用
水
施
設
は
、
国
営
筑
後
川
下
流
土
地
改
良
事
業
の
基

幹
水
利
施
設
で
あ
る
筑
後
導
水
路
、矢
部
川
左
岸
導
水
路
、佐
賀
東
部
導

水
路
、大
詫
間
幹
線
水
路
等
を
、昭
和
五
十
六
年
に
当
時
の
水
資
源
開
発

公
団（
現
在
の
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
）が
事
業
承
継
し
、
平
成
九

年
度
に
完
了
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
水
利
施
設
に
よ
り
、福
岡
県
側
六
市
一
町
の
一
三
、九
〇
〇
ha
、

佐
賀
県
側
四
市
三
町
の
一
七
、二
〇
〇
ha
、
合
せ
て
三
一
、〇
〇
〇
ha
の

広
大
な
農
地
へ
の
農
業
用
水
の
安
定
供
給
と
、
一
部
地
域
の
排
水
機
能

を
担
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、事
業
完
了
か
ら
二
五
年
が
経
過
し
、施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
導
水
機
能
の
低
下
や
電
気
・
機
械
設
備
の
故
障
頻
度
の
増
加
、更

に
は
大
詫
間
幹
線
水
路
の
法
面
崩
落
に
よ
る
貯
水
・
排
水
機
能
の
低
下

が
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
諸
々
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
水

利
施
設
の
更
新
と
農
地
防
災
の
た
め
の
ク
リ
ー
ク
法
面
対
策
、
及
び
取

水
施
設
の
耐
震
対
策
等
を
実
施
す
る「
筑
後
川
下
流
用
水
総
合
対
策
事

業
」が
、本
年
度
か
ら
着
手
さ
れ
ま
し
た
。

　
筑
後
川
下
流
域
は
、福
岡
・
佐
賀
両
県
の
農
業
振
興
の
中
心
的
な
地
域

で
あ
り
、全
国
有
数
の
穀
倉
地
帯
と
し
て
、水
稲
を
は
じ
め
麦
、大
豆
、玉

ね
ぎ
や
、イ
チ
ゴ
、ナ
ス
等
の
施
設
園
芸
作
物
の
栽
培
も
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、近
年
多
発
す
る
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、幹
線
ク
リ
ー
ク
の
持
つ

平
地
ダ
ム
機
能
を
活
用
し
、豪
雨
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
、先
行
排
水

を
実
施
し
て
水
路
の
貯
留
断
面
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
防

災
・
減
災
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
筑
後
川
下
流
用
水
施
設
は
地
域
の
農
業
用
水
の
安
定
供
給
は
も
と
よ

り
、
先
行
排
水
し
た
ク
リ
ー
ク
へ
の
迅
速
な
充
水
と
い
う
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
お
り
、取
水
停
止
や
断
水
等
は
許
さ
れ
ず
、本
地
域
が
将
来
に

わ
た
り
継
続
的
に
食
糧
基
地
と
し
て
の
農
業
振
興
を
続
け
て
い
く
た
め

に
、な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
で
す
。

　
事
業
工
期
は
令
和
十
九
年
度
ま
で
の
一
五
年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

地
域
の
持
続
的
な
振
興
と
発
展
の
た
め
に
、
出
来
る
だ
け
早
期
に
事
業

完
了
で
き
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
し
て
、
私
の
事
業
へ
の
期
待
の
言
葉
と

い
た
し
ま
す
。

倉重良一 氏
筑後川下流土地改良事業
推進連絡協議会会長
（大川市長）

図 5　筑後川下流用水総合対策事業事業実施範囲図
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筑
後
川
下
流
用
水
総
合
対
策
事
業
と
筑

後
川
水
系
ダ
ム
群
連
携
事
業

　

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
は
、
令
和
五
年
度
よ
り
、

「
筑
後
川
水
系
ダ
ム
群
連
携
事
業
」を
国
土
交
通
省
よ
り
承

継（
令
和
五
年
四
月
一
日
）し
て
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
農
林
水
産
省
か
ら「
筑
後
川
下
流
用
水
総
合
対
策
事

業
」に
関
す
る「
事
業
実
施
計
画
」の
認
可（
令
和
五
年
四
月

十
四
日
）を
受
け
、筑
後
川
下
流
域
の
不
特
定
用
水
の
確
保

を
行
う
事
業
と
、農
業
用
水
の
取
水
・
供
給
を
行
う
施
設
の

更
新
・
整
備
を
行
う
事
業
と
を
同
時
に
着
手
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

筑
後
川
水
系
ダ
ム
群
連
携
事
業

■
事
業
箇
所

　

福
岡
県
朝
倉
市
外

■
事
業
内
容

　

筑
後
川
水
系
ダ
ム
群
連
携
事
業
は
、
筑
後
川
本
川
の
流

量
が
豊
富
な
時
に
佐
田
川
の
木
和
田
地
点
ま
で
最
大

二
・
〇
㎥ 
/s
を
導
水
し
、江
川
ダ
ム
、寺
内
ダ
ム
、小
石
原

川
ダ
ム
の
利
水
容
量
の
空
き
容
量
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

瀬
ノ
下
地
点
の
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
の
た
め
の
流

量
を
確
保
す
る
。

■
諸
元

　

導
水
路
約
一
〇
㎞ 　

最
大
導
水
量
二
・
〇
㎥ 
/s

■
総
事
業
費

　

約
七
四
〇
億
円

筑
後
川
下
流
用
水
総
合
対
策
事
業

■
総
事
業
費

　

約
六
三
〇
億
円

■
予
定
工
期

　

令
和
五
年
度
〜
令
和
十
九
年
度（
一
五
年
間
）

■
事
業
内
容

図 3　瀬ノ下地点（築後大堰直上流）への補給概念図

図 4　筑後川水系ダム群連携事業

事業種別 対象施設 対象箇所数 実施内容

施設更新対策
［古くなった施設をなおす］

管水路等
（パイプライン）

延長　約9km
（福岡県久留米市、筑後市、みやま市、
佐賀県　三養基郡みやき町、同郡上峰町、 
神埼郡吉野ヶ里町、神埼市、佐賀市）

•古い管を新しい管に入れ替える
•古くなった管を内部から補強する

機械設備

揚水機場（ポンプ設備）　 7機場
（左岸側）筑後・三潴・矢部川
（右岸側）佐賀・中地江・佐賀江・小机

•ポンプ設備等を更新する

ゲート、バルブ設備　一式 •ゲート、バルブ設備を更新する

電気通信設備
電源設備　一式
制御監視設備　一式
電気防食設備等　一式

•電気通信設備を更新する

地震対策
［地震にそなえる］

取水施設

筑後川左岸　取水施設　一式
（福岡県久留米市）
筑後川右岸　取水施設　一式
（佐賀県三養基郡みやき町）

•基礎地盤の液状化対策を行う
•構造物自体の耐震補強を行う

導水路
筑後導水路　約0.5km（福岡県久留米市） • 河川下を通過する区間について、

施設を内部から補強する

佐賀東部導水路　約0.1km
（佐賀県三養基郡上峰町）

• 道路の下を通過する区間について、
管水路周辺の液状化対策を行う

農地防災対策
［洪水にそなえる］

クリーク
［大詫間幹線水路］ 延長　約9km（佐賀県神埼市、佐賀市） •クリークの法面対策を実施する
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